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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
下

昨
年
と
同
様
に
完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

　

第
32
回
漢
方
治
療
研
究
会
が
、９
月
25
日
、東
亜
医
学
協
会
と
東
京

医
科
大
学
病
院
総
合
診
療
科
お
よ
び
漢
方
医
学
セ
ン
タ
ー
の
共
催

で
、及
川
哲
郎
会
頭
の
も
と
、昨
年
と
同
様
に
完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
さ
れ
た
。参
加
登
録
者
は
301
名
で
あ
り
、ほ
ぼ
昨
年
と
同
じ
で
あ
っ

た
。こ
れ
ま
で
の
開
催
状
況
と
合
わ
せ
て
表
１
に
掲
載
す
る
。

テ
ー
マ
は
「
あ
ら
た
め
て
実
臨
床
か
ら
学
ぶ
」

　

今
回
の
研
究
会
テ
ー
マ
に
つ
い
て
及
川
哲
郎
会
頭
は
、次
の
よ
う
に

語
っ
て
い
る
。「
漢
方
医
学
は
実
臨
床
に
お
け
る
厖
大
な
経
験
知
・
暗

黙
知
の
集
積
と
い
わ
れ
、そ
れ
が
現
代
に
伝
わ
っ
て
い
る
。本
研
究
会

に
お
い
て
も
漢
方
医
学
に
関
す
る
、口
角
泡
を
飛
ば
す
厚
い
議
論
が
行

わ
れ
て
き
た
。本
研
究
会
が
何
よ
り
も
大
事
に
し
て
き
た
実
臨
床
か
ら

学
ぶ
姿
勢
を
こ
こ
で
改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。そ
の
よ
う
な
気
持

ち
を
込
め
て
、こ
の
テ
ー
マ
を
掲
げ
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
」。

○
特
別
講
演

　

花
輪
壽
彦
氏
（
北
里
大
学
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
名
誉
所
長
・
名
誉

教
授
）
が
、「
半
夏
厚
朴
湯
の
紫
蘇
葉
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、半
夏

厚
朴
湯
の
原
典
・
出
典
か
ら
使
用
目
標
の
変
遷
、紫
蘇
葉
の
配
合
の第32 回漢方治療研究会ポスター

及川哲郎 会頭

第
32
回 

漢
方
治
療
研
究
会
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催	

		　
　
編

集

局

矢数芳英 実行委員長
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表1　近年の実施状況

回 月日 場　所 会　頭 テーマ 参加者数

20 9/26 慶應義塾大学大会議室 村田高明 近代漢方の原点に還る 230 余名

21 9/25 千葉大学けやき会館 秋葉哲生 醫界の鐵椎から一世紀
－農・薬・医の連携新時代－ 約 200 名

22 9/30 北里大学薬学部
コンベンションホール 花輪壽彦 ---------------- 240 名近く

23 9/29 京都薬科大学 山崎正寿 日本漢方のあるべき姿をもとめて 230 名近く

24 9/28 東京飯田橋
ホテルグランドパレス 小曽戸洋 次代に残す漢方の口訣 約 260 名

25 10/4 慶應義塾大学医学部北里講堂 渡辺賢治 きぐすりの薫る漢方治療への回帰 248 名

26 10/2 北里大学薬学部
コンベンションホール 小田口浩 浅田宗伯生誕 200 年に学ぶ 約 230 名

27 10/1 コラッセ福島 三潴忠道 語り合おう 臨床の醍醐味を 約 200 名

28 10/7 九州大学医学部百年講堂 木村豪雄 漢方三昧、博多場所 200 余名

29 10/6 OIT 梅田タワー 中島正光 書を読み、法を用い、
未だ方を守らず、心を得るとなす 約 260 名

30 9/27 千葉大学記念講堂・
WEB とのハイブリッド開催 並木隆雄 漢方医学の多様性 約 200 名

31 9/26 完全オンライン開催 新井　信 ウィズコロナ時代の漢方 312 名

32 9/25 完全オンライン
オンデマンド配信 及川哲郎 あらためて実臨床から学ぶ 301 名

（敬称略）

意
味
な
ど
を
古
典
を
振
り
返
り
解

説
さ
れ
た
。結
語
と
し
て
、臨
床
の

現
場
で
は
虚
弱
で
汗
が
出
や
す
い

タ
イ
プ
に
用
い
ら
れ
る
半
夏
厚
朴

湯
の
紫
蘇
葉
で
「
発
汗
に
よ
る
倦

怠
感
」「
下
痢
・
軟
便
」
な
ど
を

引
き
起
こ
す
例
が
み
ら
れ
、陳
皮
（
橘
皮
）
に
変
え
た
ほ
う
が
よ
い

例
が
あ
る
と
述
べ
ら
れ
、原
典
か
ら
時
代
変
遷
を
含
め
広
く
学
び
、方

意
を
臨
床
に
生
か
す
こ
と
の
大
切
さ
を
説
か
れ
た
。

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
「
印
象
に
残
っ
た
症
例
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、合

計
８
人
の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
か
ら
講
演
が
あ
っ
た
。

　

１
「
痛
み
に
対
す
る
気
剤
の
有
効
な
症
例-

四
逆
散
及
び
四
逆
散

加
味
方-

」
光
畑
裕
正
（
み
つ
は
た
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
で
は
、四

逆
散
や
そ
の
加
味
方
が
、急
性
痛
・
慢
性
痛
に
著
効
し
た
症
例
を
紹

介
し
た
。痛
み
に
対
す
る
治
療
で
は
、血
・
水
の
み
な
ら
ず
、気
の
異

常
も
考
慮
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
話
す
。四
逆
散
は
腹
の
二
本

棒
を
使
用
目
標
の
一
つ
と
す
る
が
、憂
鬱
、寝
つ
き
が
悪
い
、残
便
感

な
ど
が
あ
れ
ば
、二
本
棒
は
な
お
あ
れ
ば
よ
い
程
度
で
あ
る
と
話
す
。

　

２
「
現
代
の
こ
こ
ろ
の
乾
き
に
四
物
湯
」
田
原
英
一
（
飯
塚
病
院 

東
洋
医
学
セ
ン
タ
ー
漢
方
診
療
科
）
で
は
、６
つ
の
症
例
を
通
し
て
、四

物
湯
が
精
神
症
状
を
改
善
す
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。四
物
湯 花 輪 壽 彦 氏
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は
血
虚
の
治
療
薬
で
あ
り
、顔
色
不
良
、め
ま
い
感
、脱
毛
、月
経
障

害
、皮
膚
乾
燥
、爪
の
割
れ
な
ど
を
目
標
と
す
る
が
、ス
ト
レ
ス
へ
の

抵
抗
力
増
強
、集
中
力
・
判
断
力
の
回
復
、う
つ
や
不
安
の
改
善
も
期

待
さ
れ
る
。ス
ト
レ
ス
の
多
い
現
代
社
会
に
お
い
て
、様
々
な
漢
方
方

剤
に
配
合
さ
れ
る
四
物
湯
の
意
義
を
説
い
た
。

　

３
「
大
腸
が
ん
末
期
の
患
者
に
活
血
化
瘀
剤
が
著
効
し
た
１
症

例
」
山
口
竜
司
（
山
口
診
療
所
）
で
は
、が
ん
の
漢
方
支
持
療
法
に
は

扶
正
培
本
だ
け
で
な
く
、活
血
化
瘀
も
重
要
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て

い
る
。直
腸
が
ん
末
期
の
症
例
を
提
示
し
、症
状
軽
減
と
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
高

い
予
後
延
長
を
目
的
に
漢
方
薬
を
使
用
し
、著
効
を
得
た
。西
洋
薬
で

は
コ
ン
ロ
ト
ー
ル
が
不
十
分
な
症
状
緩
和
に
漢
方
が
処
方
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
が
、漢
方
は
対
症
療
法
的
で
は
な
く
補
法
と
し
て
用
い
る

こ
と
で
本
来
の
漢
方
の
力
が
発
揮
さ
れ
る
と
話
す
。

　

４
「
約
３
年
間
で
肺
炎
を
８
回
発
症
し
た
症
例
」
中
島
正
光
（
広

島
国
際
大
学 

生
薬
漢
方
診
療
学
講
座
）
で
は
、提
示
さ
れ
た
症
例
か
ら

器
質
的
疾
患
が
な
く
て
も
細
菌
性
肺
炎
が
頻
繁
に
起
こ
り
う
る
こ
と

を
述
べ
て
い
る
。〝
叫
び
〟
が
抑
肝
散
加
陳
皮
半
夏
の
指
標
に
な
る
。

叫
ん
で
い
る
患
者
は
、想
像
よ
り
多
く
い
る
と
述
べ
、車
の
な
か
で
大

声
で
歌
う
、部
屋
で
怒
鳴
る
、家
で
ゴ
ミ
箱
を
蹴
る
な
ど
も
〝
叫
び
〟

で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　

５
「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
罹
患
後
症
状
と
し
て
の
呼
吸
器
症
状
に

対
し
て
炙
甘
草
湯
で
改
善
し
た
６
症
例
」
津
嶋
伸
彦
（
東
京
女
子
医

科
大
学
附
属
東
洋
医
学
研
究
所
）
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
罹
患
後
症
状
に
対
し
て
は
対
象
療
法
が
中
心
で
あ
る
な
か
、呼
吸

器
症
状
に
は
炙
甘
草
湯
が
有
効
で
あ
り
、そ
の
使
用
目
標
に
つ
い
て

考
察
し
て
い
る
。ま
た
、炙
甘
草
湯
を
使
用
し
た
６
症
例
と
も
２
週
間

程
度
で
効
果
が
表
れ
る
こ
と
か
ら
、効
果
判
定
は
２
～
４
週
間
と
し
、

効
果
が
な
い
場
合
は
処
方
変
更
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

　

６
「
病
名
処
方
で
何
が
悪
い
！？　

～
随
証
治
療
の
迷
路
に
は
ま
っ

た
五
苓
散
の
一
例
」
鈴
木
朋
子
（
埼
玉
医
科
大
学 

総
合
診
療
内
科
）

で
は
、あ
ま
り
表
に
出
る
こ
と
の
な
い
漢
方
治
療
の
失
敗
例
を
挙
げ
、

「
随
証
治
療
」
で
陥
り
や
す
い
事
象
を
述
べ
ら
れ
た
。漢
方
上
級
者
に

あ
り
が
ち
な
病
名
治
療
な
ど
を
軽
視
し
、随
証
治
療
重
視
の
あ
ま
り
、

患
者
の
主
訴
を
見
失
う
、結
果
、漢
方
の
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
に
陥

る
。学
術
誌
な
ど
で
は
目
に
す
る
こ
と
も
な
い
、漢
方
を
学
ぶ
者
に

と
っ
て
は
日
頃
の
研
鑽
の
糧
と
な
る
講
演
で
あ
っ
た
。

　

７
「
月
経
前
症
候
群
に
対
す
る
半
夏
白
朮
天
麻
湯
の
使
用
経
験
」

谷
川
聖
明
（
谷
川
醫
院
）
で
は
、月
経
に
関
わ
る
異
常
は
血
の
異
常

と
捉
え
が
ち
だ
が
、月
経
前
症
候
群
の
症
例
を
例
示
し
、気
や
水
に
主

た
る
作
用
を
有
す
る
半
夏
白
朮
天
麻
湯
が
有
効
で
あ
っ
た
こ
と
を
話

さ
れ
た
。強
い
ス
ト
レ
ス
に
よ
り
脾
胃
が
弱
っ
て
い
る
症
例
で
は
、月

経
前
症
候
群
に
も
半
夏
白
朮
天
麻
湯
が
適
応
と
な
る
可
能
性
を
示
唆

し
て
い
る
。

　

８
「〝
冷
え
〟
に
対
す
る
附
子
・
附
子
剤
の
使
用
経
験
」
横
山
浩
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山
本
昇
伯
（
山
本
眼
科
医
院
）

　

８
「
真
武
湯
の
〝
身
瞤
動
振
振
欲
擗
地
〟
に
つ
い
て
」
小
林
瑞

（
町
田
丘
の
上
病
院
）

　

９
「
五
苓
散
エ
キ
ス
剤
で
は
効
果
不
十
分
で
あ
っ
た
頭
痛
、め
ま

い
感
に
自
家
製
五
苓
散
末
が
奏
効
し
た
１
例
」
中
尾
桂
子
（
飯
塚
病

院
東
洋
医
学
セ
ン
タ
ー
漢
方
診
療
科
）

○
進
行

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
座
長
は
、矢
数
芳
英
氏
、並
木
隆
雄
氏
、新
井
信

氏
、一
般
演
題
は
、室
賀
一
宏
氏
、津
田
篤
太
郎
氏
、小
田
口
浩
氏
、堀

場
裕
子
氏
、特
別
講
演
は
及
川
哲
郎
氏
が
務
め
た
。リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

の
オ
ン
ラ
イ
ン
発
表
で
、質
疑
は
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
Ｑ
＆
Ａ
機
能
を
使
用

し
視
聴
者
か
ら
の
質
問
を
座
長
が
代
読
す
る
形
で
会
が
進
め
ら
れ

た
。ス
ム
ー
ズ
な
進
行
で
ト
ラ
ブ
ル
は
な
か
っ
た
。

〇
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信

　

閉
会
後
、発
表
・
講
演
が
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
さ
れ
た
。こ
れ
ま
で

の
漢
方
治
療
研
究
会
の
な
か
で
は
初
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
。200
名

弱
の
視
聴
が
あ
り
、好
評
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、こ
れ
ま
で
の
研
究
会
に
お
い
て
も
多
く
の
演
題
に
つ
い
て

論
文
化
し
て
い
た
だ
き
本
誌
に
掲
載
し
て
き
た
。今
回
も
発
表
・
講

演
を
さ
れ
た
先
生
方
に
本
研
究
会
で
は
述
べ
き
れ
な
か
っ
た
考
察
や

そ
の
後
の
論
考
を
加
え
て
、本
誌
に
投
稿
を
依
頼
し
て
い
る
。オ
ン
ラ

イ
ン
や
オ
ン
デ
マ
ン
ド
視
聴
に
加
え
、さ
ら
に
理
解
を
深
め
る
よ
い

一
（
医
療
法
人
社
団
ひ
の
き
会 

証
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
で
は
、附
子
・
附
子

剤
を
使
用
す
る
勘
所
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
症
例
を
提
示
さ
れ
た
。

遷
延
し
た
難
治
な
病
態
で
、附
子
・
附
子
剤
に
よ
る
機
能
賦
活
が
有

効
で
あ
っ
た
。特
に
裏
寒
証
と
熱
証
の
並
存
に
よ
る
２
方
剤
併
用
に

お
い
て
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
方
意
が
損
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
注
意
し
、

病
の
本
体
を
見
極
め
る
こ
と
の
重
要
性
を
説
い
て
い
る
。

○
一
般
演
題
は
９
題
で
あ
っ
た
。

　

１
「
重
症
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
Ａ
Ｄ
Ｌ
と
呼
吸
困
難
感
が
八
味
地
黄
丸
合

半
夏
厚
朴
湯
合
葶
藶
大
棗
瀉
肺
湯
で
改
善
し
た
一
例
」
矢
野
博
美

（
飯
塚
病
院 

東
洋
医
学
セ
ン
タ
ー
漢
方
診
療
科
）

　

２
「
通
明
利
気
湯
の
適
応
例
」
山
崎
正
寿 
（
漢
方
京
口
門
診
療
所
）

　

３
「
炙
甘
草
湯
合
生
脈
散
加
味
で
不
整
脈
を
主
と
す
る
Ｌ
ｏ
ｎ
ｇ

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
に
奏
効
し
た
１
例
」
陳
暁
明
（
香
港
養
生
堂
中
医
薬
株

式
会
社
臨
床
部
）

　

４
「
ほ
て
り
の
あ
る
新
型
コ
ロ
ナ
後
遺
症
３
例
の
検
討
」
三
橋
成

輝
（
北
里
大
学
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
）

　

５
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
急
性
ウ
イ
ル
ス
性
呼
吸
器
感
染
症

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
／
エ
ピ
デ
ミ
ッ
ク
に
対
す
る
和
漢
治
療
の
歴
史
」
根

津
雅
彦
（
千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院
和
漢
診
療
科
）

　

６
「
桂
枝
湯
加
減
方
の
新
た
な
未
来
を
拓
く
方
法
論
」
宮
澤
裕
治

（
み
や
ざ
わ
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

　

７
「
芎
帰
膠
艾
湯
が
有
効
で
あ
っ
た
加
齢
黄
斑
変
性
症
の
一
例
」
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機
会
と
な
る
こ
と
を
願
う
。

○
ア
ー
カ
イ
ブ
放
送

　

開
催
前
・
昼
休
み
の
時
間
を
利
用
し
て
東
京
医
科
大
学
Ｏ
Ｂ
で
あ

る
矢
数
道
明
先
生
（
１
９
９
５
年
）、山
田
光
胤
先
生
（
１
９
９
４
年
）、

矢
数
圭
堂
先
生
（
１
９
９
５
年
）
の
腹
診
の
様
子
が
ア
ー
カ
イ
ブ
放

送
さ
れ
た
。在
り
し
日
の
姿
と
術
が
映
像
で
蘇
る
。

○
東
京
医
科
大
学
病
院
漢
方
医
学
セ
ン
タ
ー
の
紹
介
映
像
放
映

　

開
学
100
年
を
迎
え
た
東
京
医
科
大
学
の
記
念
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
２
０
１
９
年
７
月
に
新
大
学
病
院
が
竣
工
し
た
。本
研
究
会
が
コ

ロ
ナ
禍
で
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
っ
た
た
め
、講
堂
や
会
議
室
が
使

え
な
か
っ
た
代
わ
り
に
東
京
医
科
大
学
病
院
漢
方
医
学
セ
ン
タ
ー
の

紹
介
映
像
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
放
映
さ
れ
た
。映
像
に
は
、新
宿
に
あ
る

東
京
医
科
大
学
病
院
の
歴
史
に
始
ま
り
、漢
方
医
学
セ
ン
タ
ー
、東
京

医
科
大
学
Ｏ
Ｂ
の
漢
方
医
で
あ
る
、矢
数
道
明
先
生
、山
田
光
胤
先

生
、矢
数
圭
堂
先
生
が
紹
介
さ
れ
た
。そ
し
て
、漢
方
に
ゆ
か
り
の
あ

る
東
京
医
科
大
学

出
身
の
現
役
医
師

と
し
て
、山
田
博
一

氏
、平
馬
直
樹
氏
、

吉
益
均
氏
（
吉
益

東
洞
の
子
孫
）、山
田

享
弘
氏
の
紹
介
が

あ
り
、東
京
医
科
大

学
は
漢
方
に
関
わ

る
医
師
を
多
く
輩

出
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
映
像
と

な
っ
て
い
た
。

　
　
東
亜
医
学
協
会
賞
表
彰
式

　

本
協
会
で
は
本
誌
掲
載
論
文
の
中
で
優
秀
論
文
を
顕
彰
し
て
い

る
。第
26
回
東
亜
医
学
会
賞
は
『
漢
方
の
臨
床
』
第
69
巻
３
号
掲
載

の
「
超
高
齢
者
に
お
け
る
厥
陰
病
」
小
林
瑞
（
町
田
丘
の
上
病
院
）

が
受
賞
し
た
。第
26
回
東
亜
医
学
会
学
術
奨
励
賞
は
、『
漢
方
の
臨
床
』

第
68
巻
12
号
掲
載
の
「
日
本
東
洋
医
学
会
主
導
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
臨
床
研
究
、背
景
と
進
捗
に
つ
い
て
」
高
山
真
氏
（
東

北
大
学
病
院 
総
合
地
域
医
療
教
育
支
援
部
／
総
合
診
療
科
・
漢
方
内
科
）

矢数道明先生

山田光胤先生

矢数圭堂先生

東京医科大学病院紹介映像の一部
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が
受
賞
し
た
。

　

表
彰
に
先
立
ち
、東
亜
医
学
協
会
の
花
輪
壽
彦
理
事
長
よ
り
、本
協

会
の
概
要
が
述
べ
ら
れ
た
。引
き
続
き
、選
考
委
員
会
の
花
輪
壽
彦
委

員
長
か
ら
選
考
の
評
が
述
べ
ら
れ
た
。超
高
齢
者
に
み
ら
れ
る
寒
熱

錯
雑
や
認
知
症
の
周
辺
症
状
な
ど
を
厥
陰
病
と
い
う
病
態
で
捉
え
る

と
い
う
論
旨
に
対
し
て
、小
林
氏
の
論
文
が
選
考
委
員
会
で
東
亜
医

学
会
賞
に
推
挙
さ
れ
た
。ま
た
、高
山
氏
の
論
文
に
対
し
て
は
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
し
て
日
本
の
医
学
が
ど
う
い
う
対
応

を
し
て
い
る
の
か
を
会
員
の
皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、前

回
の
漢
方
治
療
研
究
会
に
お
け
る
高
山
氏
の
講
演
内
容
を
本
誌
に
投

稿
し
て
い
た
だ
い
た
。こ
の
こ
と
が
選
考
委
員
会
で
評
さ
れ
、学
術
奨

励
賞
の
受
賞
と
な
っ
た
。

　
　
閉
会
の
辞

　

矢
数
芳
英
実
行
委
員
長
か
ら
、ご
発
表
の
諸
先
生
方
、実
行
委
員
、

配
信
担
当
の
ク
ロ
ス
コ
㈱
、協
賛
企
業
、ご
寄
付
を
さ
れ
た
方
に
感
謝

を
述
べ
ら
れ
た
。

　

矢
数
道
明
先
生
の
腹
診
映
像
に
始
ま
り
、発
表
・
講
演
以
外
の
休

憩
時
間
に
は
、山
田
光
胤
先
生
、矢
数
圭
堂
先
生
の
腹
診
、東
京
医
科

大
学
病
院
の
紹
介
映
像
の
放
映
と
、隙
間
の
な
い
研
究
会
で
あ
っ
た
。

　

第
32
回
漢
方
治
療
研
究
会
雑
記

事
務
局　

　

本
研
究
会
は
東
京
都
内
ス
タ
ジ
オ
（
六
本
木
）
か
ら
配
信
し

た
。Ｗ
ｅ
ｂ
配
信
が
日
常
化
し
た
な
か
、来
年
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

開
催
を
予
定
し
て
い
る
。３
年
越
し
の
対
面
開
催
と
な
る
見
込

み
で
、楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。今
回
も
、昨
年
同
様
、映

像
配
信
な
ど
デ
ジ
タ
ル
技
術
面
に
お
い
て
は
全
て
ク
ロ
ス
コ
㈱

様
に
依
頼
し
た
。感
謝
申
し
上
げ
る
。最
後
に
本
研
究
会
を
配
信

し
た
ス
タ
ジ
オ
の
様
子
を
写
真

で
お
届
け
す
る
。

集合写真　前列、クロスコ㈱スタッフ
後列、スタジオ入りした運営スタッフ

開会の挨拶をされる及川哲郎会頭


